つじの対案「日本列島における人と自然の相互関係」（湯本貴和・列島プロ編）

第1巻．ひとつの日本～自然の歴史

日本列島は生物多様性のホットスポットと云われ，生物種が多様だけれども絶滅の危機に瀕していることが推察されている．最終氷期以降における日本列島の生物相の変遷と人間による自然利用，生物文化多様性を論ずる．

「日本列島に住む人々はどこから来たか」（片山一道）

「日本列島の生物多様性」（矢原徹一・湯本貴和）

「植物化石とDNA，考古資料からみた最終氷期最盛期以降の植物・植生分布」（高原光・村上哲明）―――花粉化石（高原ほか），DNA（村上・瀬尾明弘ほか），考古資料（辻野亮）

「日本列島の生物文化多様性」（湯本・矢原）：生物文化（＝生物資源の利用）は特定の生物資源の枯渇と絶滅を内包する（「生物文化の因果」と呼ぶ）．現代では基礎となる生物多様性が危機に瀕していることから生物文化多様性も危機に瀕していると考えられる．―――概説（＊＊執筆者未定），大切さ（今村彰生），ユネスコ文化多様性宣言2006（＊＊），現状（湯本）

第2巻．さまざまな地域の自然と人１～枯渇をおそれぬ資源利用

「生物資源とその持続性」（＊＊）：生物資源は再生可能資源である．しかし生物には独自の回転率が存在し，人間による収奪量には許容量がある．
古代の話｜海産物資源｜森林資源｜草原資源

「枯渇を恐れない資源利用」：生物文化の因果に気付かなかった場合での生物資源の枯渇と回避の過程と要因を明らかにする．
第3巻．さまざまな地域の自然と人２～枯渇を回避する資源利用

「生物資源利用と枯渇回避の方策」（＊＊）：生活圏内にある資源を枯渇させない工夫があるはずである．生物資源の枯渇を回避する方策を議論する．
海産物資源｜森林資源｜草原資源｜近世以降の流通経済

「枯渇を回避しようとする資源利用」（＊＊）：生物文化の因果を前提として，生物資源の枯渇と回避の過程と要因を明らかにする．
第4巻．人と自然の相互関係史

人間はどのように生物資源を収奪してきたか．それによって自然はどのような影響を受けていったか．資源枯渇の危機に瀕して人間は何を行ってきたのか．

「人と自然の相互関係～生物文化の因果」（＊＊）：生物文化は特定の生物を基盤とし，常に使い尽くしや過剰利用によって枯渇や絶滅を内包している． 

「持続的な資源利用の動機と結果」（安部浩）

「生物資源の枯渇と克服の環境史～ひとつの日本とさまざまな地域」（湯本貴和・矢原徹一・松田裕之）：さまざまな生態系における環境史を参照することで，生物資源の枯渇はなぜ起きてどのようにそれを克服してゆくのかを議論する．
「環境ガバナンスの成立とその葛藤」（湯本）：さまざまな意図を持った生活者やガバナンスとの葛藤を，生物資源利用とその持続性に注目して議論する．――社会的葛藤（白水智），生態学的視座（松田裕之），コモンズと重層する環境ガバナンス（森元早苗），成功と失敗の歴史（安渓遊地）

「人と自然の相互関係の歴史的・文化的検討」（湯本）：生物多様性と生物文化多様性の発展的継承を見据えて，これまでのこととこれからのことを議論する．
シリーズ「人間と自然がつくってきた日本列島」　佐々木試案

メッセージ：日本列島の生物多様性は，人間と自然がつくりあげてきた財産である。最終氷期から現在に至る人間－自然相互関係の歴史と，それが日本の生物多様性に与えた影響を証拠に基づいて明らかにし，現在，危機に瀕しているこの財産を守るためにどうすればよいのか，今後の方策を考える。

第1巻　「日本列島の自然と生物多様性」
□問題提起　日本列島の生物多様性は，稠密な人口を抱えているにもかかわらず高い。

□多様性が高い理由A「そもそも人間が手を加える以前から，生物多様性が高かった」について，最終氷期以降の日本列島の生物相の変遷等，主に自然条件の面から述べる。（植物地理班，古生態班）

第2巻　「日本列島における自然資源利用の歴史1」

□多様性が高い理由B「獲り尽くさなかった生物資源利用」の事例について述べる。

　　B-1　「獲り尽くさない」何らかの工夫があった

　　　　　　e.g. 魚付き林，イノシシ猟，鷹山

　　B-2　工夫はしなかったけれど獲り尽くさなかった

：資源の回復力＞人間の利用圧力　　e.g. シカ

：獲る→資源少なくなる→入手しにくくなる→新技術開発→ほかの資源に乗り換える　　e.g. 木材利用

第3巻　「日本列島における自然資源利用の歴史2」
□多様性が高い理由B’「獲り尽くしてしまった生物資源利用」の事例について述べる。

　　B-3　獲り尽くしてしまうこともあった

　　　　　e.g. ヤコウガイ，ジュゴン，はげ山

□多様性が高い理由C「生態系をつくりだす／維持する／栽培する生物資源利用」の事例について述べる。

　　e.g. 草原，里山，ワサビ

　　

第4巻　「どうなる日本列島の自然，どうするわたしたちの暮らし」
□第1巻～第3巻で述べてきたような，日本列島の生物多様性，ならびに生物資源利用の多様性が失われようとしている現状について述べる。

□多様性を守るために，われわれはどうすべきか？列島プロジェクトからの提言を述べる。

